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御前崎市立総合病院に赴任して1年半が経ちます。この一年半で膠原病（コウゲンビ

ョウ）の患者さんを受け持った数はそう多くありませんでした。そもそも「膠原病」自

体、頻度的にそう多い疾患ではなくて、比較的年齢が若い人達に多い病気です。これに

対して関節リウマチは200人に1人とも云われ、高齢者でも新たに関節リウマチを発症

し治療を必要とすることがあります。このため、当院の膠原病・リウマチ外来に来られ

る患者さんの割合としては関節リウマチの方が大半です。

まず、膠原病と言われてその漢字自体を思いつくのも難しいかと思いますが、膠原病

は患者さんやその家族にとってほとんど馴染みがなく、膠原病と聞くと何か変わった病

気なのではないかと不安に感じ、どの臓器の病気なのかと、膠原病について説明を聞い

ても狐につままれた気分になる方も少なからずいらっしゃるのが現実だと思います。私

自身、学生のときに初めて出会った患者さんは、混合性結合織病（コンゴウセイケツゴ

ウシキビョウ）という難しい病名がついており、どこがどのように悪いのか病気の名前

だけではほとんど想像がつかない病気があるのを知りました。ですから、膠原病＝わけ

の判らない病気となってしまいがちなのだと思います。膠原病という名前はもともと、

全身のコラーゲン（膠）に変性を来たす疾患ということからその名前がつきましたが、

それが病態の本質とは違うことが後になって判ったものの、名前はそのままになってい

るのです。

膠原病は簡単にいうと、免疫の異常から発生する病気です。本来、免疫力というのは、

自分の体を守ることを目的として体の外から体内に侵入してきた菌やウイルスなど、本

来では体内に無かったはずのものに対して攻撃性を示して体内からそれらを追い出そう

とするものですが、膠原病の場合は攻撃の対象がもともと存在する自らの細胞や組織に

変わってしまい、関節や肺、腎臓、肝臓、膵臓、皮膚、血管、筋肉、骨髄などさまざま

な臓器に障害をもたらす病気です。関節リウマチでは関節の滑膜（関節の内側を被う結

合組織で、関節をなめらかに動くように保つ）に炎症が持続的に起きて、関節の腫れや

熱感などを伴い、未治療のままでいると最終的に関節が破壊されて手足が変形してしま

うといったものです。一つの臓器だけが傷害される場合と、病気によっては複数の臓器

に障害が及ぶものがあります。身体所見や問診、血液検査、画像検査などで、どの膠原

病なのか診断をつけます。また、膠原病は一度に症状が全て出るのではなくて、数ヶ月、

又は数年して病気が全面的に出てくるというものも一部あって、最初は皮膚だけに膠原
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病で見られる症状が出ていたの

に、数年経ってから他の臓器に

も炎症が及んで、この時点で初

めて治療らしい治療が必要にな

ってくるというものがあります。

このため、診断がついても本当

に治療が必要になってくるのは

もっと後になってからなどとい

った場合もあり、あるいは全く

治療を必要としないまま様子を

見ているだけというものもあり、外来に3ヶ月から半年～1年ごとに来て頂いて経過を

見ています。

膠原病で見られる現象の一つの例として、冬場に外気で手が冷たくなったときや、冷

たい水に手を浸したりすると、水に浸した部分だけ皮膚が白くなり、なかなか元の血色

に戻らないといったことがあり、レイノー現象と呼んでいます。これは、皮膚に冷たい

刺激が直接加わったり、精神的ストレスなどで、指の動脈が攣縮（れんしゅく）してし

まうことによって血流障害が長引くことが原因で起こります。このレイノー現象は、さ

まざまな膠原病で見られるため、診察や問診で他の身体所見を探し、血液検査を行うこ

とによって診断をつけます。しかし、このレイノー現象があれば全ての患者さんが膠原

病である訳ではなくて、レイノー現象があってもそれがただ単独で存在するのみで、他

に病気が出現することも無くそのまま経過するということもあります。

また、膠原病で比較的女性に多い疾患としてシェーグレン症候群といった病気があり

ます。これはおもに口が渇く、目が乾くといった乾燥症状で患者さんが受診され、血液

検査でシェーグレン症候群に見られる特定のマーカーを測定し、唾液量、涙液量などを

測定することで病気を疑い、最終的には口唇生検（下くちびるの内側から2～5mm大

の唾液腺をとってくる）を行い、とってきた唾液腺を顕微鏡下で見て炎症があるかどう

かを判断します。シェーグレン症候群で見られる乾燥症状がひどい場合には口の中が痛

くて酸っぱいもので痛みを感じることや、目が充血するなどといったことが起こります。

これらに対して根本的な治療は今のところ無く、乾きの程度は人それぞれですが唾液量

を増やす薬を飲んだり、口の中に塗るゲルを用いたり、頻回に水を口に含むなどで対処

をしてもらいます。また、唾液腺には自分でも触れることができる顎下腺、耳下腺など

がありますが、人によってはこれらの唾液腺をマッサージするといったことも唾液の分

泌を助ける効果があります。目の乾きに関しては、ドライアイという言葉を耳にするこ

とがあると思いますが、点眼薬を頻回に用いることで対処します。また、シェーグレン

症候群と診断された場合、同じ免疫系の異常から発生する甲状腺機能低下症を合併する

ことがしばしば見られるため、甲状腺機能も合わせて検査をするようにしています。



3 4

【 基 本 理 念 】

私たちは、地域住民に対し思いやりのある暖かな医療と、信頼される質の高い医療を

提供し、保健と福祉の増進に尽します。
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【はまかぜ】の点訳がご入用の方は総合受付までお申し出下さい。
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